
建設産業情報（最近の動向） 

 

在外公館名 在サンクトペテルブルク日本国総領事館 

記入日       2014 年 2 月 7 日(金) 

  

１．現地の建設工事に係る経済情報 

以下は連邦統計局のサイトからの情報。 

 

サンクトペテルブルク市  

 

資料名：2013 年 1 月から 11 月までにペテルブルク市内で 237 万 1000 平方メートル

の住宅が建設された。 

資料名：2013 年１月から 11 月までにペテルブルク市で建設分野に 3035 億 957 万ル

ーブルが支出された。 

URL 

:http://www.gks.ru/wps/wcm/connect/rosstat_main/rosstat/ru/statistics/enterprise/building/ 

 

レニングラード州 

 

資料名：2013 年 1 月から 11 月までにレニングラード州で 113 万 900 平方メートル

の住宅が建設された。 

資料名：2013 年１月から 11 月までにレニングラード州で建設分野に 707 億 4950 万

ルーブルが支出された。  

URL 

:http://www.gks.ru/wps/wcm/connect/rosstat_main/rosstat/ru/statistics/enterprise/building/ 

 

 

 



２．建設業制度、入札契約制度の改正動向   

無し。 

 

 

３．報道情報 

  タイトル、概要  日付/掲載紙  添付

 

１ 

サンクトペテルブルク市 

 中国投資家がクプチノ地区で遊園地を建設。 
（１）場所：クプチノ地区（63.8 へクタール）。 
（２）投資規模・額：不明。 
（３）概要：デンマークの遊園地「TIVOLI」を模

した、一年中利用可能な遊園地。 
 

2014/1/13 

「イタル・タ

ス」通信」 

 

 

無し

２  サンクトペテルブルグ市投資委員会が中国投資家に

衛星都市「ユージュヌィ」における工業団地建設を

提案。 
 

（１）場所：衛星都市「ユージヌィ」プーシキン

地区郊外（2千ヘクタール）。 
（２）投資規模・額：10 億ドル。 
（３）概要：ハイテク産業、製薬会社、倉庫、物

流ターミナルなどが配置された工業団地建

設。20 万人分の雇用が創出される予定。 
 

2014/1/13 

「イタル・タ

ス」通信」 

 

 

 

無し

３  サンクトペテルブルグ市行政府が中国投資家に快速

トラム線の建設を提案。 
 

（１）場所： 
・「プルコヴォ空港」まで（起点不明）。 
・地下鉄駅「アフトヴォ」～商業・居住区

域「バルトの真珠」間 
・地下鉄駅「シュルシャリ」（市南部に建

設予定）～地下鉄駅「コルピノ」間 
（２）投資規模・額：5 億 3 千 100 万ドル～8 億 1

千 500 万ドル。 
（３）概要：上記（１）参照。 

2014/1/13 

「イタル・タ

ス」通信 

無し



４  サンクトペテルブルグ市行政府が中国投資家にネヴ

ァ河横断橋建設プロジェクトを提案。 
 

（１）場所：ファヤンソヴァヤ通り～ゾーリナヤ

通り間（ネヴァ河を挟む） 
（２）投資規模・額：34～45 億ドル。 
（３）概要：上記（１）をまたぐ、数車線の幹線

道路建設。 
 

2014/1/13 

「イタル・タ

ス」通信 

無し

 

４．その他我が国建設業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 

 
・特別経済区域「モグリノ」（プスコフ州）のプレゼンテーションが、今年、

中国、ドイツ、日本で予定されている。プスコフ州副知事によれば、同区域

は、2020 年までに 17までの企業を誘致する予定で、これらの企業には、向こ

う 10年間、税の優遇措置が与えられる。 
・サンクトペテルブルク特別経済区域の企業らによる 2013年の投資額は、前

年より 1.5 倍の約 24 億ルーブルとなった。今年は、さらに 6の企業（投資額

15億ルーブル）を誘致する予定。 
 
 
 
 

 

 


